
 

 令和４年度研修実施計画 

 

１ 実施する研修及び実施の方式 

(1) 政治資金監査に関する研修（以下「登録時研修」という。）及び政治資金監査

実務に関するフォローアップ研修（以下「フォローアップ研修」という。）を実

施する。 

※ 登録時研修とは、登録政治資金監査人が登録政治資金監査人として必要な専門的知識を修

得することを目的とする研修をいう。 

※ フォローアップ研修とは、登録時研修で修得した専門的知識をフォローアップする研修を

行うことで、登録政治資金監査人が政治資金監査実務の基礎知識を定着・向上させることを

目的とする研修をいう。 

 

(2) 集合研修（要望研修を含む。）、個別研修又はリモート研修の方式により実施

する。 

 

２ 集合研修等 

(1) 実施の時期等 

① 集合研修は、令和４年６月下旬から１１月下旬にかけて下記の都市で実施

する。 

【関東：東京都（２回）、中部：名古屋市、近畿：大阪市】 

 

② ①のほか、登録政治資金監査人の登録状況や登録時研修の受講状況等を踏

まえ、必要に応じ研修の追加実施を検討する。また、研修の追加実施に当た

っては、従前どおり下記のとおり取り扱う。 

ア 研修への参加状況等を踏まえ、各ブロックにおいて、必要に応じ、登録

政治資金監査人の数が多く、かつ、交通の利便性が高い都市において集合

研修を追加実施する。 

イ 登録時研修について、概ね５人以上の登録政治資金監査人から、希望す

る研修日・研修地を示して実施の要望があった場合で、その実施に支障が

ないと認められるときは、研修を追加実施する（要望研修）。 

資料２ 



ウ 研修を追加実施する場合は、原則として事前に委員会に諮るものとす

る。ただし、委員会に諮る期間的な余裕がないときは、研修を実施後、直

近の委員会で報告するものとする。 

 

(2) 実施する研修 

集合研修においては登録時研修及びフォローアップ研修、要望研修におい

ては登録時研修を実施する。 

※ 令和２年度及び令和３年度においては、新型コロナウイルス感染防止対策のため、集合

研修によるフォローアップ研修を中止していたが、所要の感染防止対策を図った上で再開

を目指す。 

 

３ 個別研修 

登録時研修については、従前どおり、登録政治資金監査人からの申込みによ

り、個別研修を随時実施する。 

 

４ リモート研修 

 (1) 実施の時期等 

    リモート研修は、令和４年９月から１月頃にかけて実施する。 

 

 (2) 実施する研修 

リモート研修においては登録時研修及びフォローアップ研修を実施する。 

 

 (3) 実施概要 

  ① 受講人数（人数の上限） 

   ・ 登録時研修：９０名（１か月の上限３０名） 

   ・ フォローアップ研修：１，０００名（１か月の上限５００名） 

 

  ② 研修の内容 

     登録時研修、フォローアップ研修ともに、集合研修と同様の研修を実施

する。 

 



  ③ 実施方法等 

   ア リモート研修は、動画視聴の方法により行う。 

   イ リモート研修の実施に当たっては、登録政治資金監査人本人により受講

されるようにするため、ＩＤ及びパスワードによるログインの要求や、登

録時研修においては、研修受講者の顔写真を撮影し、事務局において顔認

証を行う等の本人確認を行う。 

また、すべての動画が適切に視聴されるようにするため、研修の途中に

表示される番号の入力を求めることや、各動画を最後まで視聴しなければ

研修が修了しないこととする等の措置を行う。 

 

５ 小テスト及びアンケートの実施 

受講者において政治資金監査制度等への理解度を確認するため、集合研修、

個別研修及びリモート研修によって行う登録時研修及びフォローアップ研修に

おいて小テストを実施する（小テストの点数による受講者の考査は行わな

い。）。 

このうち、リモート研修における小テストの結果は集計し、その傾向等を今

後実施する研修へフィードバックすることにより研修の質の向上を図る。 

   また、今後実施する研修内容の質の向上を図るため、令和３年度と同様、ア

アンケートを実施する。 

 


